
       
緑が目にまぶしいさわやかな季節から梅雨の季節になってきました。 生活科で種をまいたあさがおが芽を出し，

小さかった葉も大きく育っています。子どもたちもあさがおと同じように 1 年生として元気な芽を出し，大きく美

しい花を咲かせることができるように期待します。 

これからやってくる梅雨の季節，さわやかな気持ちで生活できるように支援していきたいと思います。  

 

 

      

６月の学習予定 

国語 あひるのあくび のばすおん 音楽 はくとリズム 

算数 
いくつといくつ 
ぜんぶでいくつ 

学活 
学級の約束を決めよう 
きもちのよいあいさつ 

生活 
きれいなはなをそだてよう 
いきものとなかよし 

道徳 
ハムスターのあかちゃん 
うかんだうかんだ 

体育 
てつぼうあそび 
みずあそび 

外国語 体の部位 動作 

図画工作 
ひかりのくにのなかまたち 
さわってまぜてきもちいい 
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生活科校外学習 

スクールカウンセラ

ー来校 

読み聞かせ 

子ども安全委員

登校指導 

１０ １１ １２ １３ １４ 

家庭学習チャレン

ジ週間（～１６日） 

朝会 

元気っ子体力チェック 

みどりの日（花苗植え） 

なかよしタイム 

心臓検診 登校指導 

清潔検査 

１７ １８ １９ ２０ ２１ 

プール開き 

給食マナー週間

（～２１日） 

口座振替日 

児童集会（保健・給食委

員会） 

 

 
 

読み聞かせ 

 

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

あいさつ運動週間 

（～２８日） 

教育相談週間 

（～２８日） 

小中合同あいさつ運動 みどりの日（除草・石拾

い） 

  

上河内西小学校 
第１学年だより６月号 
令和６年５月３１日 

すまいる 

行事予定 

 ６月分の口座振替日は，１７日(月)です。残高のご確認をお願いします。 

PTA 会員：１０，４８０円  PTA 会員以外：７，９３０円 



お知らせとお願い 
 

 

 

☆ プールの用意について 
   6 月１７日（月）から水泳指導が始まります。月曜日（２校時），水曜日（２校時），木曜日（２校時）に

入る予定です。5 月１６日（木）に学校から配付されたプリントも見ていただき準備をお願いします。 

＜準備するもの＞  

・水着（男の子の水着のひもをゴムにする）  ・水泳帽（黄色） 

・バスタオル（ボタンやゴムが付いているもの ※バスタオルを巻いてプールに移動するため，胸から足首く

らいの丈が適当です。長すぎる丈は，階段等で危険が伴うので必ずご確認ください。） 

・プールバック  ・ビーチサンダル（下履きが濡れないので便利）  ・ゴーグル 

＜その他のお願い＞  

・手足の爪切りをしてください。 

 ・長い髪のお子さんは特に，髪を自分で束ね帽子をかぶる練習をさせてください。 

 ・休み時間などの短い時間に着替えることになりますので，家庭でも一人で脱着できるよう練習をしてくださ

い。 

 ・持ち物の紛失を防ぐために，すべてのものに記名を（特に靴下，下着にも）してください。 

 ・プールカードへの体温の記入と押印をお願いします。（押印がないとプールに入ることができません。） 

 かみにしのまなびっ子 

本校では，今年度「児童の自己調整力を高めるための授業改善」をテーマ

とし，よりよい教育ができるよう研究を進めております。 

１年生は，国語の「さとうとしお」の学習で，初めて説明文の学習に取り

組みました。今回は，子どもたちが探偵になりきり，２つの白い粉のうちど

ちらが砂糖か塩か調べる活動を取り入れました。「虫眼鏡でつぶの大きさを

見る」や「実際に触ってみる」，「舐めてみる」などいろいろ意見が出る中で，

「舐めたらだめだよ」と声があがりました。そこで，私が「だめなの？」と

問い返すと，「舐めていいの？」と子どもたちの顔がパッと明るくなるのが

分かりました。この後は，どの子も様々な方法で調べ，気付いたことをつぎ

つぎに学習カードに書き込む姿が見られました。 

子どもたちは，自分なりに「やっていいこと」「やってはいけないこと」を

考えて行動することがすでにできています。大変素晴らしいことですが，そ

の結果，学ぶ選択肢を狭めている恐れもあることに気付くことが大切です。

そこで，わたしたちがすべきことは，子どもたちのやりたいことを可能な限

り認めてあげることだと思います。 

本校では，「自己調整力できる子」のことを，「自ら学ぶ子」と捉えていま

す。今回の学習で，１年生ながら，調べ方を選び，やることを決め自ら学び

に向かっていました。そして，自分が書いた気付いたことと教科書で説明さ

れている文を比べさせることで，説明文とはこういうものなんだと実感を伴

って学ぶことができたのではないかと思います。子どもたちが，もともとも

っている学びたいという思いを損なわずに，引き続きいきいきと学ぶ授業を

心がけていきます。 


